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１．はじめに  

 日本の交通は高速道路から鉄道、空路まで幅広く

利用されている。なかでも自動車の利用が非常に多

く、モータリゼーション社会の進展により、地方都

市においても交通量が年々増加し、同時に公共交通

機関は衰退しつつある。このような自家用車への移

動手段の移行により、公共交通におけるダイヤ数の

減少や、路線の廃止など移動手段減少の問題があげ

られる。公共交通を主な移動手段とする交通弱者に

とっては、移動しにくくなり、中山間地域などにお

いては地域間アクセスも弱くなると考えられる。 

 本研究では、いわき市における主要幹線道路を対

象として、交通量や公共交通の地域間アクセスより

交通体系の現状を明らかにしていく。いわき市にお

いては、平成元年と平成 13年にパーソントリップ調

査が実施されている。その結果、全国的な傾向と同

じように「私事」目的の「自動車」手段による交通

が増加しており、平地区を中心に核となる各市街地

への交通量が増加していることが報告されている。 

 

２．いわき市の交通体系の現状 

（１）交通体系図 

 いわき市における主要幹線道路のうち、国道 5 路

線、県道 16 路線、主要地方道 13 路線を対象とし、

交通体系図を作成した(図-１)。この体系図より、い

わき市全体に交通網が形成されていること、中でも

中心市街地を形成している小名浜・平間に集中して

いることを読み取ることができる。 

 平成 11 年度から平成 17 年度にかけては、実延長

で国道 790ｍ、都道府県道 210ｍ、市町村道 23,575

ｍと延長している。 

（２）公共交通体系 

 図-１に示す交通体系のうち、路線バスの通ってい

る道路は、全部で 23路線あった。このうち、バス路

線が多く設置されているのが国道 399号で 15本あっ

た。国道 399 号は、いわき駅前から駅北側の中山間

地域方面に延びる路線であり、主なバス路線は 2 本

のみである。しかし、この国道 399 号は、いわき駅

前大通りも含まれているため、多方面のバス路線が

多く含まれ、バス路線の一番多い路線となった。ま

た、交通体系図において小名浜・平間に交通網が集

中していたことより、小名浜地区と平地区を結ぶバ

ス路線は数多く設置されている。国道 289 号につい

ては、バス路線は設置されていない。 

 

 

３．交通量にみる交通体系の現状  

（１）交通量の経年変化 

 交通センサスを用いて、国道について平成 6 年度

以降の交通量を経年的にみたものが、図-２である。

これをみると、各年度ともに一般国道 6 号における

交通量が多いことが分かる。また、平成 11年度から

平成 17年度にかけて国道 6号では約 142％、国道 49

号では約 161％の増加率となっており、交通量が急増

する形となっている。 

（２）交通流にみる道路の現状 

 交通量が急増する形となっている国道 6号と 49号

を対象として、観測点間の交通量のばらつきをみた

ものが表-1である。これをみると、平成 11年度から

平成 17年度にかけて、標準偏差の値が大きくなって

いることより、交通量にばらつきがあり、国道 6 号

と国道49号では交通の出入りが多くなったと考える

ことができる。 
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図-１交通体系図 

 

―：一般国道
―：都道府県道
―：１級市町村道
―：主要地方道
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図-２国道の交通量(年度別) 



 そこで、国道 6号、国道 49号とそれぞれ接続して

いる路線の交通量の変化をみてみる(図-３、図-４)。

国道 6号に接続している常磐勿来線(増加率 46.0％)、

白岩久之浜線(同 35.1％)、江名常磐線(同 28.7％)、

小名浜平線(同 18.8％)、下高久谷川瀬線(同 14.7％)

では、平成 17年度における交通量が大きく変化して

いるのを読み取ることができる。しかし、折木筒木

原久之浜線(同-18.7％)は、交通量に大きな変化はみ

られない。このことより、特に国道 6 号バイパスや

常磐自動車道と接続する路線の交通量が増加してい

ることがわかる。また、国道 49号に接続している三

株下市萱小川線(同 307.8％)、赤井停車場線(同

41.5％)においても平成 17 年度の交通量が大きく増

加している。これより、小川地区や赤井地区などの

西部地区方面と接続する路線の交通量が増加してい

ることがわかる。国道 6号と国道 49号は、交差して

いるため、それぞれの路線への交通の流入・流出が

あると考えられる。 

（３）車種別にみる交通の変化 

 一般国道における車種別(1)の交通量(図-５)をみ

てみると、乗用車の交通量が最も多く、平成 17年度

には 40,000台を超えている。さらに、乗用車と小型

貨物車、普通貨物車は増加傾向にあるのに対し、バ

スにおいては、1,000台未満となっており、一貫して

減少する形となっている。 

平成 11 年度―平成 17 年度の観測点における車種

別の交通量の変化についてみたものが表-２である。

それぞれの交通量の増加率より、平均値より高い観

測点について整理した。これをみると、乗用車、小

型貨物車、普通貨物車ともに大きく増加しているの

は、国道 6号と国道 49号が交差する常磐上矢田地区

である。貨物車が大きく増加しているのは勿来や泉

などの南部地区や四倉などの北部地区、西部の好間

地区であり、いずれも工業団地が立地する地区であ

る。一方、乗用車のみ大きく増加しているのは平や

小名浜にみる中心市街地を形成する地区と新規道路

が開通した田人地区である。このことより、道路体

系の変化と土地利用の違いにより、交通量の変化を

みることができる。 

 

４．おわりに 

 本研究の成果として、以下のことをあげることが

できる。 

第一に、交通量の経年変化分析を通して、平成 11

年度―平成 17 年度にかけて交通量が増加しており、

車種別にその変化をみることができた。 

 第二に、段階構成別に路線の交通量をみることに

より、特に増加している路線を把握することができ、

交通流としてその変化をとらえることができた。 

 第三に、観測点に着目した交通量の分析により、

地区単位にみる交通量の変化を把握することができ

た。 

 今後は、土地利用をはじめとする環境の変化や地

区間の人口移動、目的別の交通量などを考慮した分

析を進める必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補注 

(1)小型貨物車は軽貨物車を含む小型貨物車。普通貨 

物車は普通貨物車、特種車。 
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表-１標準偏差 

年度 国道6号 国道49号
平成6年度 5649 2097
平成9年度 4711 3508
平成11年度 4837 3357
平成17年度 8525 9127

図-５車種別交通量(一般国道) 
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表-２車種別にみる交通量の変化 
乗用車 小型貨物車 普通貨物車 対象地区 路線数

○ ○ ○ 常磐上矢田 2

○ ○
勿来九面九浦町,錦町蒲田,泉町下川,四倉町下仁井田,

泉町滝尻,三和町上三坂,好間町川中子
7

○ ○ 鹿島町飯田,常磐松久須根,三沢町沼平 3

○ ○ 久之浜町久之浜,田人町南大平 2

○ 錦町上中田,平字大町 2

○ 久之浜町末続,好間町北好間,三和町合戸 3

○ 小名浜野田,平字大町,田人町大字旅人 3

○は、増加率の平均値より高い地区
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図-３都道府県道の交通量 
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